
三次元高精細津波遡上シミュレータの構築

地震・津波時の防護施設の変形や倒壊の影響等を適切に取
り込んだ三次元高精細津波遡上シミュレーション手法を開発
し、計算効率の向上を図り、大規模計算システムを構築する

防護施設の

倒壊・変形評価の
組み込み浸水

遡上域：三次元ナビエ・ストークス方程式
に基づく高精細シミュレーション

波源域

三次元高精細津波遡上シミュレータ

防護施設の影響を適切に
評価する手法の確立

三次元高精細シミュレータの妥当性について検
証し、実地形を用いた適用性について検討すると
共に、防護施設の変形等の遡上計算対する影響
の検討、広域シミュレーションに反映する手法の
確立を行い、マニュアルを整備する

倒壊条件
の

マニュアル
整備

防護施設の
破壊モデル

を構築

実地形への
適用

フラジリティカーブを用いた越流量の補正係数

防護施設健全状態を基準とした
ときの倒壊率を変化させた場合
の越流量補正係数
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計算領域内の防護施
設に対して、フラジリ
ティカーブに応じた越
流量になるように越流
量補正係数を導入する
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３次元ナビエ・
ストークス
(表面連続式)

３次元ナビエ・
ストークス
(VOF法、単相)

３次元ナビエ・
ストークス
(VOF法、気液２相)

構造・地盤変形
解析、FEM

MPMD方式によるシミュレータ

津波の発生から遡上、遡上時における防護施設の変形計算
までを一連に解析することのできるシステムを構築

今後の課題
・複数の都市に対して、三次元高精細津波遡上シミュレータによる、防護施設の破壊を加味した津波浸水計算の適用
・複数の構造形式を持つ防護施設の広域津波遡上シミュレータへの倒壊影響の組み込みの構築
・マニュアル作成および実用化

釜石港計算事例
ケーソン
配置位置

防護施設健全の場合と
フラジリティモデルの
最大浸水深の差分

（フラジリティモデル－健全）

フラジリティカーブモデルによる
浸水結果と倒壊率の関係

ブロックの飛散・
洗掘現象

シミュレーション手法の
妥当性の検証と評価
手法の確立

計算領域(一部)

滑動前

滑動後

最終目標：津波に襲われた際の防護施設の変形や倒壊の影響等を適切に取り込んだ三
次元高精細津波遡上シミュレータを開発し、その妥当性を既往実験の結果や現地の被災
状況等を用いて検証すると共に、防護施設の破壊等の影響を適切かつ簡便に広域遡上計
算に導入可能とする評価手法を提案しマニュアル化。

社会背景：ハード対策とソフト対策が一体となった防災・減災の枠組を構築するためには、
精度の高い津波浸水予測手法の構築が重要となる。そのためには防護施設（防波堤・防
潮堤等）が背後への浸水に及ぼす効果を、防護施設が変形や倒壊するケースも考慮して
適切に評価することが必須である。

防護施設の被災状況を考慮した津波浸水評価手法の開発
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